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平成17年度地元説明会

１ 多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ環境組合・多摩清掃工場の

運営状況

２ 各種事業への取り組み

３ 多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ環境組合・多摩清掃工場の課題

アース博士
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1 多摩ニュータウン環境組合・多摩清掃工場の
運営状況

(1) ごみ搬入量の推移

(2) 環境測定情報

(3) ごみの処理コスト

(4) リサイクルセンターの運営状況

(5) リサイクルセンターの新規事業

(1)-1 ごみ搬入量の推移
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(1)-2 ごみ搬入量の推移

構成市別の可燃ごみ搬入量（平成16年度）

町田市

765 t (1%)

多摩市

34,469 t (65%)

八王子市
17,822 t (34%)

搬入量合計 53,056 t

(2) 環境測定情報

排ガス中のダイオキシン類濃度の経年変化
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多摩清掃工場が自主的に定めた目標値
（0.01ng-TEQ/㎥N）

※ 多摩清掃工場が適用される法規制値
（1ng-TEQ/㎥N）

「ダイオキシン類対策特別措置法など」
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(3) ごみの処理コスト

※ ごみ処理経費には工場建設費、ごみ収集費用、埋立て費用は含まれていない

A ※平成16年度のごみ処理経費 11億8,457万5,191円

B 平成16年4月1日現在の処理区域人口 238,620人

C A/B 市民一人当りの費用 約5,000円

ごみ処理経費の内

可燃ごみ処理経費

ごみ処理経費の内

不燃、粗大、有害ごみ処理経費

D 処理費 8億1,562万5,213円 G 処理費 3億6,894万9,978円

E 処理量 53,056トン H 処理量 11,645トン

F D/F
1kg当り

経費
約15円/kg

I G/H
1kg当り

経費
約32円/kg

(4) リサイクルセンターの運営状況

■ 平成17年度（平成17年4月から平成18年1月末）

● 来館者数 2万2,881人

● 再生販売した家具・自転車類 2,624点

⇒ 来館者数、販売実績とも毎年増加

タマ
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■ 平成18年度新規事業

● 「陶磁器食器のリサイクル事業」

(5) リサイクルセンターの新規事業

(1) ISO14001環境マネジメント

(2) ごみ処理応援協定に基づく、ごみの受け入れ

(3) 広報「たまかんニュース」

(4) 唐木田クリーンアップ作戦

(5) 自衛消防操法大会

2 各種事業への取り組み
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■ 平成15年3月に環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ「ISO14001」を取得

■ 毎年、環境汚染物質等の発生抑制、省エネ・省資源などに一定の目
標を定め、継続的改善に取り組む

■ 環境組合と委託事業者で
環境管理委員会を組織し、
取り組みを推進

(1) ISO14001環境マネジメントシステム

■ 平成15年10月、環境組合と構成市で不測の事態に

備えるため「ごみ処理応援協定」を締結

● 町田市から受け入れ

平成17年5月19日～7月6日 780トン

（町田市清掃工場の工事等のため）

● 八王子市から受け入れ

平成18年2月13日～2月17日 727トン

（八王子市館清掃工場の火災事故のため）

(2) ごみ処理応援協定に基づく、ごみの受け入れ
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(3) 広報「たまかんニュース」

■ 第4号発行（平成17年7月19日）
・ ごみ分別ルールの徹底

・ ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰの活動・講座の紹介

■ 第5号発行（平成18年1月30日）
・ 24時間連続運転する焼却炉と監視態勢

・ 唐木田ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦

■ 平成17年12月28日第3回唐木田ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦実施

● 地域の美化とごみ分別意識を高めるために、大松台学童クラブの
子供たちと清掃工場や唐木田駅周辺のごみ拾いを行う

● 地元自治会、りさせんキッズ、ボランティアなど約100名参加

● グループ別に集めたごみを分別、分析し、子供たちによる報告発表会

を実施

(4) 唐木田クリーンアップ作戦
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■ 平成17年10月19日多摩ニュータウン市場で自
衛消防操法大会開催

（多摩消防署・多摩災害防止協会主催）

■ 環境組合の自衛消防隊が1号消火栓の部で優
勝（昨年は準優勝）

(5) 自衛消防操法大会

(1) 多摩清掃工場の低い稼働率

(2) 多摩ニュータウン環境組合の処理区域

の広域化検討

3 多摩ニュータウン環境組合・多摩清掃工場
の課題
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平成18年2月20日 平成14年4月24日
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1

焼却炉の処理能力と処理量（Ｈ１６実績）

処理能力 １０７，５００ｔ／年

焼却処理量

60,668.04t／年（56.4％）

余力

46,831.96t／年（43.6％）

※ 焼却棟ごみピットの様子

(1) 多摩清掃工場の低い稼働率

■ 環境対策や安全性についての高い機能と大きな処理能

力を持った多摩清掃工場の有効活用

■ 構成市におけるごみ処理施設の再配置や機能分担の

検討

⇒ 環境組合の処理区域広域化の検討

(2) 多摩ニュータウン環境組合の処理区域の
広域化検討










